
第２章　構成例

製品構成

MPC-816はI/O点数、使用目的で構成を選択できます。最小構成はCPUボード1枚での使用です。この場合は

入力16点、出力8点の簡易コン ト ローラにな り ます。2枚構成のセッ ト と して、MPC-SET(EX)とMPC-SET(303)

があ り ます。MPC-SET(EX)はMPC-816にMIF-816を組み合わせて入力32点出力16点、パルス発生もできます

がパルス発生中はマルチタスクが停止します。MPC-SET(303)はMPC-816にMPG-303を組み合わせ入力16点

出力8点、マルチタスクでパルス発生が可能です。3枚以上はラ ッ ク収納とな り ます。ラ ッ クはAタイプで4枚、

Bタイプで8枚、 Cタイプで16枚までの構成です。

ラ ッ ク タイプでは用途に応じて、I/Oボードやパルス発生ボードを選択してシステムアップするこ とができ

ます。 次に周辺ボードの種類と概略を解説します。

MIO-816 基本のI/Oボードです。 1枚で出力8点入力16点です。 11枚まで拡張できます。

MIO-248 24点出力ボードですが、 8点の入力ポート も備えています。 6枚まで増設するこ とができま

す。

MPG-303 4軸パルス発生ボードです。同時にパルス発生できるのは2軸までで、最大レートは50kppsで

す。 P版で3枚まで使用できます。

MPG-301 マルチ機能の1軸PGカウンタボードです。1M以上の高速パルスや連続運転、途中パルスレー

ト変更等に対応できます。

MBK-816 タ ッチパネルI/Fボードです。 デジタルGPシ リーズとダイレク ト アクセスできます。

MPC-816XC

･入力16点

･出力8点

･RS-232  1CH

MPC-816+ｹｰｽB

MPC-SET(EX)

･入力32点

･出力16点

･RS-232  1CH

･ﾊﾟﾙｽ発生可

MPC-816+MIF-816+ｹｰｽE

MPC-SET(A)

･ボード4枚構成

･入力32点

･出力16点

MPC-816+MIF-816+ﾗｯｸA

MPC-SET(B)

･ボード8枚構成

･入力32点

･出力16点

MPC-816+MIF-816+ﾗｯｸB

MPC-SET(C)

･ボード16枚構成

･入力32点

･出力16点

MPC-816+MIF-816+ﾗｯｸC

MPC-SET(303)

･入力16点

･出力8点

･RS-232  1CH

･ﾊﾟﾙｽ4軸(原点入力8点)

MPC-816+MPG-303+ｹｰｽE
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システムアップ例

構成例１

構成を決定するために、次の様な装置を考えてみます。入力が併せて60点、出力が50点、XYステージが2組。

そして、 ふたつのXYは同時に動作するこ と もある と します。 する と まず必要なMPG-303は2枚とな り ます。

また必ず必要なボードはMPC-816とMIF-816でこれには入力32点と出力16点が含まれています。入力ポート

は60点ですから1枚16点のMIO-816を用いる と追加2枚で足り ます。この時出力ポートは合計で32点付属しま

すのであと18点追加するだけで目的を達するこ とができます。 この場合はMIO-248を1枚追加します。

また、 ボード枚数は7枚となるため、 ラ ッ クBを使用すればよい事になり ます。 発注方法と してはラ ッ ク と

MPC、MIFがセッ ト となったMPC-SET(B)と追加I/Oと してMIO-816とMPG-303をそれぞれ2枚ずつ、MIO-248

を1枚と します。 次に発注リ ス ト を例示します。

MPC-SET(B) ×１

MIO-816 ×２

MPG-303 ×２

MIO-248 ×１

構成例２

前記はI/O点数の多いと きの例ですが、小規模ならMPC-816XC、 MPC-SET(EX)またはMPC-SET(303)にな り

ます。MPC-816XCは出力8点入力16点のI/Oのみです(*1)。MPC-SET(EX)は出力16点入力32点のI/Oとパルス

発生ポートがあ り ますが、 パルス発生中はマルチタスクが停止します(*2)。 MPC-SET(303)は出力8点入力16

点のI/Oにマルチタスクでパルス発生が出来ます。 用途に合わせて選択して ください。

*1 MPC-816のI/Oポートからパルス発生するコマンド もあ り ます(ZPLS,WPLS)

*2 MPC-816X時代のSET(EX)のパルス発生はZ版でしたが、現在(MPC-816KF)ではP版 （出荷時設定）

でパルス発生が行えます。 コマンド体系はMPG-303に準拠しています。

  ボ ー ド 入 力 出 力 

ＭＰＣ－８１６ １６点 ８点 
ＭＩＦ－８１６ １６点 ８点 
ＭＩＯ－８１６   ×２ ３２点 １６点 
ＭＩＯ－２４８   ８点 ２４点 
ＭＰＧ－３０３  ×２ 
合計       ７枚 ７２点 ５６点 
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設計上の注意

MPC-816はきわめて小さなハードの中にI/O制御、パルス発生、RS-232C通信を一括サポート しています。こ

のため、 パルス発生やRS-232Cなどのデリ ケート な信号を扱う場合には相当の注意が必要です。 I/O制御に

ついては一般の空圧制御用ソレ ノ イ ドの駆動には特別注意を払わな く ても良いよ うに設計されています

が、シーケンサのよ うに重装備ではあ り ません。溶接器やイオナイザのよ うに強電界を発生させる周辺機器

がある場合には相応の対策が必要です。

電源とＩ／Ｏ

MPC-816の電源はDC24Vです。DC12Vでも使用できますがこの時は入力ポートのON電流が著し く低くなる

ため注意が必要です。入力ポートのON電流はDV24Vで3.5mA、 DC12Vで1.6mAです。 このため、 アンプ内臓

型の2線式センサを使用するには抵抗を追加する必要があ り ます。 IOD-024などを利用してプルアップ抵抗

を追加します。出力ポートはオープンコレク タ出力でRN1423を使用し、サージ抜きダイオードは実装されて

いません。 最大耐圧50Vのオープンコレク タ ・ ト ランジスタ出力と して使用してください。

電　源

MPCの消費電流は100mAです。 このため、 コン ト ローラ自体の発熱は殆どあ り ませんので、強制空冷などは

必要あ り ません。注意すべきこ とは、DC24Vの与え方です。原則と してMPCの電源となるDC24Vをスイ ッチ

で直接オン ・オフしないで下さい。電源のオン ・オフはスイ ッチング電源の一次側で行いMPCに直接オン ・

オフサージが入らないよ うにします。DC24V側でオン・オフする場合はMPCの電源入力に200μF程度のコン

デンサを追加し、 スイ ッチにはサージキラーを接続しておきます。

MPG-916F
CEP-080
ACCEL CORP.

IO コネクタ

電源
24V
GNDGND

+DC
出力

+DC IO コネクタ

電源

2.7K

GND

GND
+DC

入力

ＩＯコネクタ

2線式センサの場合

は 2.7 ＫΩ 1/4W のプルアップ

が必要です。

MPG-916F
CEP-080
ACCEL CORP.

 

DC24V 
AC200 

FG 

DC24V 
AC200/100 

10μ35V  

20 0μ35V   
FG 

10Ω 

GND   

GND   電源 ＭＰＣ 

良い例 

悪い例対処例  

電源 ＭＰＣ 

・電源のＯＮ／ＯＦＦは一次側 

・ＤＣ２４Ｖが１点アース 

・装置アースが接地されている 
 こと 

・ＭＰＣの直前にコンデンサを 
 入れて電源のチャタリングを 
 防ぐ。スイッチにはサージキ 
 ラーを入れてチャタリングを 
 防止する。またＤＣ２４Ｖは 
 1 点でアースする。 
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アースについて

装置の中でのDC24Vの0V側は電源ユニッ トでFGに1点アースして下さい。 もちろん工場の中に装置が設置

されたら工場配線のFGも確認して下さい。FGはエネルギー供給線でないために実際には不具合が発見され

にく く FG の端子が配線されていなかったり、 末端でアース棒に接続されていないよ うなこ と もあ り ます。

アースが不完全だと、 他の装置のノ イズを拾ったり、 感電した り、 またコン ト ローラを破損した り します。

これは、200V給電の装置ではFGを接続しない場合の漏洩電圧が150Vぐらいあるためです。FGが完全な場合

でもDC24Vの0V側がアースされていないと24V ラ インにはこの漏洩電圧がかかっているこ とにな り ます。

外部機器がセンサやソレ ノ イ ドだけの場合にはこれは問題ではあ り ませんが、外部の装置とRS-232Cで結合

する時に問題とな り ます。プログラム中にAC100Vから給電を受けるパソコンを接続する時にはこの電圧が

RS-232Cにかかり ます。コン ト ローラを暴走させたりプログラムを破損あるいはインターフェースを破壊す

るこ と もあ り ます。 このよ う な危険性がある場合は、強電破壊に十分に注意して ください。なお、現在では

MPC-816のRS-232Cインターフェースは内部回路と絶縁されています。

パルス信号

MPG-301,MPG-303のPGボードはアイソレーシ ョ ンインターフェースが搭載されています。しかしながら、Z

版ではMIF-816からのパルス発生は内部論理回路が直接外部に接続されます。 MIF-816からのパルス発生に

はPIF-422等を使用して ください。また、MPG-301では1mpps以上のパルス発生も可能ですが、この場合線材

の選定には十分注意して ください。 信号の減衰によ り正し く駆動されない場合があ り ます。

ダイオード無しのリレー、
ソレノイド

インダクションモータ

ゼロクロス ON/OFF でない
モータの制御

ＡＣサーボ

サーボモータ

アースの不明確なＡＣ
入力のサーボドライバ

電源

ＦＧ

ＤＣ２４Ｖ
ＡＣ２００ / １００

装置の中はノイズ源でいっぱい

ＭＰＣ

CEP-027  PIF-422

ACCEL

ＰＩＦ－４２２　接続例

ＭＰＣ
添付品：16 ピンフラット

　　　　　　用コネクタ

Ｊ１：入力側 Ｊ２：出力側

パルス表示ＬＥＤ 差動入力インターフェースの
ＡＣサーボ

サーボモータ

Ｊ３：ＤＶ２４Ｖ

この間は短く この間は引き延ばし可
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周辺機器

PIF-422 について

PIF-422はMIF-816用のパルス信号増強ユニッ トです。（MPG-303のTTLレベルコンバーターと しても使用可

能） MIFのパルス出力は5Vレベルのオープンコレク タ となっており信号線の引き回しや、何回ものコネクタ

の中継には耐えられません。 また、 200V系ACサーボが発生する ノ イズに対しても信頼性があ り ません。 こ

う した場合に信号の増強と、 ノ イズ リダクシ ョ ンの為にPIF-422を使用します。 PIF-422はフォ ト カプラ入

力、RS-422仕様の差動ド ライブ出力となっています。また、入力ポートにはパルスモニタ用のLEDがあ り ま

すのでシステムのデバッグが容易にな り ます。取付配線はこれまで直接接続と していたのをPIFを中間に挿

入中継と します （MIF完全ピンコンパチブル）。 回路構成は次の図に示すとおりです。 MPCパルス出力を高

速フォ ト カプラのTLP-552が受け取り、内部回路によって差動信号に変換します。このため、PIF-422～ド ラ

イバ間で混入したノ イズはMPCには影響を与えにく くな り信頼性が向上します。また、差動ド ライブに変換

された信号はオープンコレク タに比べて電圧マージンが高く、 コネク タ中継や配線の引き回しに対して減

衰しにく くな り ます。表示用LEDはフォ ト カプラ入力と直列接続となる為、このLEDが点滅すればPIFまで信

号が届いている事になり ます。接続方法は次の図の様に、MPCのパルス出力と ド ラ イバの間に挿入します。

電源はMPCと同じ くDC12V～24Vが必要です。 配線上で留意するこ とは、 MPC～PIF間を短くするこ とです

（50cm以内）。 PIF～ド ラ イバ間はある程度長くなっても安全です。 J1側の入力はMPCのパルス出力コネクタ

とフラ ッ ト ケーブルで接続できます。添付品の圧接コネクタを使用して接続ケーブルを製作して下さい。出

力のJ2側はMPC のパルス出力コネクタ とほぼ同等ですが差動ド ライブのため入力に逆電圧がかかり ます。

単純なフォ ト カプラ入力には逆電圧キャンセル用のダイオードを付加して下さい。又、ラ インレシーバー又

はTTL入力のものにはSGが必要とな り ます。この時はJ3の2，4ピンのSGを使用して下さい。（PIF-422接続例

参照）

【構　成】

PIF-422はDINレール対応のプラスティ ッ ク

のケースに収納し装置に固定する事ができ

ます。 適合ケースは東洋技研製 （型式 ：

PCML-60S02） です。ケースに入った状態の

大きさは65W*95L*52Dです。

SN75158

TC74HC14

TLP552

RAA
8

7

6

5

ＭＰＣ ＰＩＦ－４２２ ４２２対応
各種ドライバ

J1-1

J1-2

J2-1

J2-2

C4
VCCOC

２
３ A

Z

Y
LED1

【回路図】

　Ｊ１

1 X-CW+   2 X-CW-
3 X-CCW+  4 X-CCW-
5   Y-CW+   6 Y-CW-
7 Y-CCW+  8 Y-CCW-
9 U-CW+   10 U-CW-
11 U-CCW+  12 U-CCW-
13 Z-CW+   14 Z-CW-
15 Z-CCW+  16 Z-CCW-

Ｊ２

1 X-CW    2 (X-CW)
3 X-CCW   4 (X-CCW)
5 Y-CW    6 (Y-CW)
7 Y-CCW   8 (Y-CCW)
9 U-CW    10 (U-CW)
11 U-CCW   12 (U-CCW)
13 Z-CW    14 (Z-CW)
15 Z-CCW   16 (Z-CCW)

Ｊ３
1  +DC
2  SG
3  GND
4  SG

【ピンアサイン表】

ＳＧは論理出力のグラン
ドでＧＮＤとは電位が異
なります。電源は＋ＤＣ
にプラス側，ＧＮＤにマ
イナス側を加えます。

ＣＷ＋はアノ－ド側
ＣＷ－はカソード側

奇数番は正論理出力
偶数番は負論理出力です
（ ）付信号は“Ｌ”アク
ティブを示す

添付品

HIF-3BA-16D-2.54R 　×2

H4P-SHF-AA        　×1

BHF-001T-0.8SS    　×4

CEP-027 PIF-422

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾎｰﾙ3.5 φ×460
50

80 92
2-5



IOD-024 について

IOD-024は配線用I/O分配BOXです。 MPCのI/Oコネク タ （50pinも し くは26pin） と フラ ッ ト ケーブルで接続

するこ とによ り、 各I/Oが １個ずつのコネクタに分配されます。 これによ り、 様々なタイプの入出力に簡単

に対応するこ とができます。 また、 IOD-024には入出力の状態をモニターできるLEDが備えられており、保

守性も向上します。

+DC

GND

３線式センサーの入力

有接点スイッチの入力

ソレノイドバルブ
リレー等の出力

2

4

3

+DC

GND

OUT
+DC
GND

4

4

2

1

1

1
3

+DC(24V)
GND

1
1 +DC
2 (IN)
3 (OUT)
4 GND

2

●Ｊ３電源コネクタの配線

モレックス５５５７－０２Ｒ

1

2

3

4

+DC

J1
J2

GND

IO0～IO23
●回路略図

２，３が入力になるか出力に
なるかは接続されるボードや
設定でかわります。

3 4

2

モレックス５５５７－０４Ｒ

R

２線式無接点センサーには抵
抗（２Ｋ程度）を入れて使用
できるものもあります。
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